
い
な
ば

し
ょ
う
ま

む
つ
れ
じ
ま

か
る

み
ょ
う
こ
う
に
ん

み
ょ
う
こ
う
に
んげ

ん
ざ

み
ょ
う
こ
う
に
ん

い
わ
み

さ
い
ち

あ
り
ふ
く
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浄土真宗本願寺派

専 徳 寺

【法句】218 幸せだから感謝するのではない　感謝できることが幸せである

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

（
呉
市
）

日
　
時

ご
講
師 永

代
経
法
要

　　

人
間
の
生
存
の
根
底
に
あ
る
不
安
や
悲
し
み
に
応
え
て
く
だ
さ
る

の
が
仏
教
で
す
。

　

そ
の
仏
さ
ま
の
《
お
経
（
み
教
え
）
》
を
《
永
代
》
に
わ
た
っ
て

伝
え
て
い
く
《
永
代
経
》
法
要
。
ご
都
合
を
つ
け
て
ど
う
ぞ
ご
参
詣

く
だ
さ
い
。

本
願
寺
派
布
教
使
　
服
部
　
法
樹 

師

 
月
24
日（
木
）

11

昼
1
時
半
〜
3
時
半

夜
19
時
半
〜
21
時

8
月
25
日（
金
）

昼
1
時
半
〜
3
時
半

●
法
座
当
番
…
黒
磯
地
区

●
参
拝
セ
ッ
ト
（
念
珠
・
聖
典
・
式
章
・
聴
聞
カ
ー
ド
）

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
が
む
�
�
人
が
神
仏
に
願
う
そ
の
中
味
は
�
お
お
よ
そ
自

分
の
欲
望
の
延
長
で
す
�
け
れ
ど
も
�
人
の
欲
望
に
は
キ
リ

が
あ
り
ま
せ
ん
�

如
来
さ
ま
は
�
そ
ん
な
キ
リ
の
な
い
欲
望
に
ふ
り
回
さ
れ
る

私
た
ち
を
救
い
た
い
と
�
私
た
ち
を
拝
ん
で
く
だ
さ
�
て
い

る
の
で
す
�

（『
白
蓮
華
の
こ
よ
み
　
ー
山
陰
妙
好
人
の
こ
と
ば
36
選
ー
』

「
11
月
の
こ
と
ば
」
よ
り
）

　

妙
好
人
と
は
、
私
た
ち
浄
土
真
宗
の
篤
信
者
を
讃
え
た
言
葉
で
す
。

因
幡
の
源
左
、
石
見
の
浅
原
才
市
、
有
福
の
善
太
郎
、
讃
岐
の
庄
松
、

六
連
島
の
お
軽
…
…
。
彼
ら
の
伝
記
や
言
葉
で
、
僧
侶
は
も
と
よ
り
多

く
の
方
が
法
悦
を
味
わ
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
妙
好
人
」
と
い
う
言
葉
を
是
非
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
ご
興
味

の
方
は
住
職
ま
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
本
な
ど
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

併
修
　
門
徒
年
回
忌
総
追
悼
法
要
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岩
国
組
秋
季
仏
婦
研
修
会
　
10
月
24
日

▼
境
内
清
掃
作
業

【
会
　
場
】
ベ
ル
コ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
岩
国
南

【
講
　
師
】
菅
原
昭
生
師

【
参
加
者
】
岩
中
み
ど
り
、
河
本
多
喜
子
、
佐
倉
裕
子
、

塩
中
幸
枝
、
半
田
洋
美
、
増
本
美
佐
江
、
三
井
初
美
、

村
中
久
子
、
坊
守

　

門
徒
男
性
に
よ
る
境
内
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。
夕

方
か
ら
は
楽
し
い
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
17
日（
土
）・
15
時
半
集
合
、
18
時
よ
り
懇

親
会
。

【
申
し
込
み
】
お
寺
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、
何
で
も
結
構
で
す
（
連
絡
先
は
、

寺
報
タ
イ
ト
ル
の
下
に
記
載
）。

　

8
月
で
仏
婦
理
事
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
8
年

間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
9
月
の
法
座
よ
り
新
役
員
さ
ん
が
法
座
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 

新
役
員
（
11
名
）

【
長
野
】
三
井　

初
美
、

【
通
津
】
増
本
美
佐
江
、
土
井
智
恵
子
、
半
田
洋
美
、

　
　
　
　
吉
柴
恵
子
、
佐
倉
裕
子
、
村
中
久
子
、

　
　
　
　
白
田
敬
子

【
保
津
】
秋
嶋
幸
子
、
村
河
久
美
子

【
青
木
】
岩
中
み
ど
り

　

6
回
目
の
今
年
も
多
数
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
出
展
者
】
小
方
麻
紀
子
（
油
絵
）、
岡
部
美
代
子

（
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
刺
し
子
）、
賀
屋
俊
昌
（
水

墨
画
）、河
村
ア
サ
子
（
折
り
紙
）、河
本
多
喜
子
（
手

芸
）、
木
村
智
恵
子
（
手
芸
）、
小
村
春
江
（
油
絵
）、

塩
中
幸
枝
（
手
芸
）、
白
田
信
代
（
写
経
）、
土
井

智
恵
子
（
押
し
花
）、
深
井
絹
代
（
水
彩
画
）、
藤

重
利
子（
書
）、藤
重
道
子（
水
墨
画
）、藤
本
武
夫（
陶

芸
）、村
岡
房
江
・
恭
子
（
布
花
）、村
中
恵
子
（
油
絵
）

ご
報
告
い
た
し
ま
す

ご
案
内
し
ま
す
（
専
徳
寺
倶
楽
部
）

仏
婦
新
役
員
紹
介

　

先
月
24
日
、
住
職
の
祖
父
で
あ

り
第
12
代
住
職
の
弘
中
聡
明
が
満

百
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
視
力
は
低

下
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気

で
す
。

　

老
境
の
念
仏
。
祖
父
の
姿
を
通

し
て
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
教
え
ら

れ
ま
す
。

前
々
住
職
、
満
百
歳
に

【
講
　
師
】
成
照
星
師

【
参
詣
者
】（
29
日
）
昼
座
101
名
、
夜
座
31
名
、

　
　
　
　
　
（
１
日
）
昼
座
65
名

【
お
鉢
米
】
木
村
勲
、
山
根
優
、
中
﨑
清
人

【
お
供
え
】
河
村
ア
サ
子
、
土
井
敏
子

　

法
要
総
代
様
、
新
仏
婦
役
員
様
、
藤
生
地
区
の
お
世
話

人
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
讃
仏
会
法
要
余
香　

9
月
26
・
27
日

秋
の
展
示
会

ご
恩
を
偲
び
て
〔
法
事
勤
修
〕　（
9
月
12
日
〜
11
月
6
日
）

【
通
津
】
兼
国
幸
満
3
、
福
田
恵
美
子
1
、
井
原
貞
子
50
、

橋
口
征
二
3
、
村
上
黎
子
13
、
村
田
昭
25
、
故
吉
兼
茂

7
、
松
岡
祐
子
1
、
村
岡
隆
3
、
里
原
經
祥
1
、
村
重
正

一
3
、伊
原
哲
男
1
、多
山
博
通
1
、谷
川
増
実
100
、【
保
津
】

赤
崎
穣
7
、
水
上
博
文
7
、
赤
崎
八
重
子
3
、
梅
田
勝

25
・
25
、
西
山
和
子
1
、
村
河
武
男
13
、
畝
挟
雅
子
3
、【
青

木
】
後
藤
奈
良
市
3
、高
林
雅
信
17
、大
原
久
子
25
、【
黒
磯
】

森
重
好
子
100
、【
藤
生
】
棚
田
正
紀
1
、【
海
土
路
】
藤
重

裕
一
1
、守
岡
晴
彦
1
・
7
、【
南
岩
国
】
大
崎
三
雄
1
、【
平

田
】
大
賀
美
明
衛
3
、【
由
宇
】
故
泉
ハ
ル
子
3
、【
市
内
】

白
木
厚
栄
3
、【
県
内
】
中
島
辰
夫
3
、【
県
外
】
佐
藤
幸

子
3
、
猪
鹿
月
通
子
13
、
桑
村
久
栄
25

9
月
16
日
御
往
生

　
　
　
　
　
　

市
内　
　

森
重　

梅
乃 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

森
重　

俊
治 

様

10
月
27
日
御
往
生

　
　
　
　
　
　

松
崎　
　

中
谷　

恵
美
子 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

中
谷　

和
則 

様

10
月
29
日
御
往
生

　
　
　
　
　
　

光
市　
　

弘
中　

冨
江 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

弘
中　

隆
夫 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕
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